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大田区の高齢者をとりまく状況 

 

（１）人口の推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）高齢者世帯の推移と推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）今後、区に取り組んでほしいこと 
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総世帯数に占める高齢夫婦世帯数の割合 総世帯数に占める高齢単身世帯数の割合

（世帯） （%）
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計画期間の高齢者人口は、75 歳

以上の高齢者が増加する一方、65

歳から 74歳までの高齢者は減少し

ながら 16.6 万人程度で推移する見

込みです。 

高齢者人口はその後も増加し続け、

令和 22 年（2040 年)には 20 万

人を上回る見込みです。 

高齢者の単身世帯数は、平成 12 年

に高齢夫婦世帯を上回り、今後も増加

していく見込みです。 

高齢夫婦のみの世帯の総世帯に占

める割合は、今後も７％台で推移する

見込みです。 
 
※図は、平成 27 年度国勢調査を出典とし、令

和２年以降は見込となります。 

音声 

コード 

災害時に高齢者を支援する体制の整備

その他

わからない・無回答

認知症高齢者への支援

家族介護者への支援

介護サービス事業者の質の向上や不正行為の防止

住み慣れた地域での生活を24時間支える介護サービスの
整備

特別養護老人ホームなどの施設の増設

地域全体で高齢者を支援するしくみづくり

高齢者への就労支援

高齢者の社会参加・ボランティア・交流の促進

要介護状態にならないための介護予防事業の充実

高齢者の見守り体制の充実

困ったときに気軽に相談ができる体制の整備
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令和元年度に実施した

高齢者等実態調査におい

て、「今後、大田区が特に力

を入れて取り組むべきこ

と」は、「困ったときに気軽

に相談できる体制の整

備」、「家族介護者への支

援」が高い状況にありまし

た。 

 

 

 
※ 高齢者等実態調査とは、

元気高齢者を対象とする「高

齢者一般調査」、要介護認定

者を対象とする「要介護認定

者調査」、55～64 歳の現役

世代を対象とする「第２号被

保険者調査」等をいいます。 
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（４）要介護状態になるリスクの分析 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）地域活動への参加意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）年齢別・要介護認定率の状況 
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大田区全体のリスク分析 男性 女性

(%)
高齢者等実態調査では、

要介護認定を受けていな

い高齢者の日頃のからだ

を動かすこと、食べるこ

と、毎日の生活状況等を把

握し、要介護状態になるリ

スクの発生状況を地域ご

とに分析しました。 

 

「運動・栄養・社会参加」

は、要介護状態になるリス

クを減らしていく大切な

取組です。 

 

地域活動への参加は、自

らの健康維持と、地域のコ

ミュニティを豊かにしま

す。 

令和２年度と平成 29 年度の要支援・要介護認定率を５歳区切りの年齢

別で比較した場合、すべての年齢別において認定率は減少しています。 

※認定率＝要支援・要介護認定者÷第１号被保険者数 
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（７）要支援・要介護認定者の推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）認知症高齢者の推移と推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（９）在宅で安心して暮らすための条件やサービス 
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24時間必要に応じて、医師が往診してくれる

デイサービスやショートステイを利用したいときに
利用できる

配食や買い物、ゴミ出し等の生活面を支援してくれる
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高齢化の進展に伴い、認知症高

齢者の増加も見込まれます。 

日常生活に支障を来すような

症状・行動や意志疎通の困難さが

多少見られても、誰かが注意して

いれば自立できるレベル（日常生

活自立度がⅡａ以上）の高齢者

は、令和７年度に約 2.1 万人、

令和 22 年度には約 2.5 万人に

増加する見込みです。 

支援や介護が必要になっ

ても、多くの高齢者は、『自

宅』で、介護サービス等を利

用しながら暮らしていくこ

とを望んでいます。 

このため、医療・介護等の

サービスとともに、地域での

支えあい・助け合いをもっと

充実していく必要がありま

す。 

計画期間の要支援・要介護認定

者数と認定率は、高齢者人口のう

ち 85 歳以上の高齢者の割合が

増えていくことに伴い、増加する

見込みです。 
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（10）介護給付費の推移と推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（10）第１号保険料の推移と推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

介護保険の財源は、利用者が負担する分を除き、約 23%は 65歳以上の第１号被保険者でまかな

われています。介護給付費の伸びに対応し、第８期計画における大田区の第１号被保険者の保険

料基準額(月額)は 6,000 円となります。 
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決算額

第8期

（百万） 計画値 高齢化の進展ととも

に、介護サービスに係

る費用（介護給付費）は

増加し続け、令和元年

度の介護給付費は、介

護保険制度が創設され

た平成 12 年度の約

3.5 倍となっていま

す。 

音声 

コード 

3,070 3,200
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4,900
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6,000 6,000

7,000前後

9,000前後
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8,000

10,000
（円）

見送り

第１期 

平成12年度 

～ 

平成14年度 

第２期 

平成15年度 

～ 

平成17年度 

第３期 

平成18年度 

～ 

平成20年度 

第４期 

平成21年度 

～ 

平成23年度 

第５期 

平成24年度 

～ 

平成26年度 

第６期 

平成27年度 

～ 

平成29年度 

第７期 

平成30年度 

～ 

平成32年度 

第８期 

令和３年度 

～ 

令和５年度 

 

令和７年度 

～ 

 

令和22年度 

～ 

はねびょん 

介護保険制度は、その創設から20年が経ち、介護を必

要とする高齢者の生活を支えるサービスとして定着して

います。一方、サービスの利用に係る給付費とともに、

高齢者が負担する保険料も増加しています。 

このため、元気な高齢者はその状態を維持し、支援や

介護が必要な高齢者は状態の維持・改善に努め、自立し

た日常生活を営んでいくことが大切です。 
区は、制度の持続性を確保する観点からも、高齢者やそ

の家族の暮らしを支える医療・介護・介護予防・住まい・
生活支援などの適切なサービスが円滑に提供される「地域
包括ケアシステム」をさらに推進していくため、第８期計
画で掲げた施策・事業を着実に取り組んでいきます。 
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おおた高齢者施策推進プランについて 
 

  大田区では、高齢者のみなさんの元気を維持し、また介護が必要になった

場合でも住み慣れた地域でいつまでも暮らし続けることができるよう、区が

行う事業等についてまとめた「おおた高齢者施策推進プラン」を３年ごとに策

定しています。 

●おおた高齢者施策推進プランの「基本理念」● 

現在、取組を進めている「地域包括ケアシステム」が実現した姿を表す 

「高齢者が住み慣れた地域で、安心して暮らせるまちをつくります」 

を第８期計画の基本理念としています。 

●おおた高齢者施策推進プランの「基本目標」● 

  基本理念を達成するための基本目標として３つの目標を定めています。 

基本目標１ 一人ひとりが生きがいや役割を持っていきいきと暮らせるまち 

基本目標２ 地域のつながりにより互いにたすけあいながら暮らせるまち 

基本目標３ 多様なサービスにより安心して自分らしい暮らし方を実現できる 

 まち 

  また計画を推進するにあたり、「切れ目のない支援」「地域力」「新たな取組の導入」

の３つの視点をもって取り組むこととしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標１：一人ひとりが生きがいや役割を 

もっていきいきと暮らせるまち 

〔
計
画
を
推
進
す
る
基
本
的
視
点
〕 

〇
切
れ
目
の
な
い
支
援 

〇
地
域
力 

〇
新
た
な
取
組
の
導
入 

基本目標２：地域のつながりにより互いに 

たすけあいながら暮らせるまち 

基本目標３：多様なサービスにより安心して 

自分らしい暮らし方を実現できるまち 

 〔 基本理念 〕 
お
お
た
高
齢
者
施
策
推
進
プ
ラ
ン 

音声 

コード 
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 大田区の地域包括ケアシステムとは？ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

大 田 区 地 図 

 

 

 

 

 

 

 

■日常生活圏域 （１８特別出張所の区域） 

地域包括支援センターが核となり、地域拠点の特別出張
所と連携しながら、地域の多様な資源をつなぎ、介護予防・
生活支援を中心とした地域づくりを進めていく圏域です。 

■基本圏域 （大森、調布、蒲田、糀谷・羽田） 
地域福祉課が中心となり、複数の日常生活圏域にわたる地域課

題や、高齢者・障がい者・子育て世帯などの専門的・分野横断的な
課題に対する支援など、管内の地域包括支援センターと協力しながら
解決を図る圏域です。 

■区全域 
18 の日常生活圏域、４つの基本圏域における取組を下支えし、多機関の協働・連携により

包括的に支援する圏域となります。 

音声 

コード 
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 令和３年度から５年度に大田区が実施する主な事業 

 

 

音声 

コード 
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  ３つの基本目標のもと、区が実施する事業の一覧です 

音声 

コード 
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   大田区のめざす未来  ～第８期プランの展望図～ 
  

音声 

コード 
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「大田区版地域共生社会」の実現に向け、区は 2040年を見据えた、地域共生社会の礎と

なる地域包括ケアシステムのさらなる推進に取り組みます 
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